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フレックスカップリング連結ピン点検案内について

謹啓

　

貴社、 益々御清栄の段、 お慶び申し上げます。 又、 毎々格別なお引き立てを賜り、 厚くお礼申

し上げます。

　

さて、 首題の件につき、 弊社製の障害撤去機において、 フレックスカップリング連結ピンの持

ち手破損事例が発生しました。 本事象の紹介を行うとともに注意点についてご案内します。

　

お客様各位におかれましては、下記の事象紹介及び注意点を確認頂いたうえで、安全作業の参

考資料としてご活用下さいます様お願い申し上げます。

　

当該箇所はピンの取り扱いや施工条件によって持ち手溶接部の破損に至る可能性があるため、

点検推奨をお願いします。

対象機種：ＤＨＲ７０‐８、ＤＨＪ－４５（障害撤去仕様）、ＤＨＪ６０一３（マルチ仕様）、
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点検方法

目視、 カラーチェック等にて、 持ち手溶接部に亀

裂がないことを確認する。

亀裂等ある場合は補修を行い、 ピン自体に損傷が

見られる場合はピンを交換する。



フレックスカップリング固定ピン
持ち手溶接破断状況

ケーシングＡｓｓｙ
Ｆ４３７Ｋ９０２１Ａ

以下の号機より後の号機はβピン方向が変更になっています。

ＤＨＲ７０一８：［Ｒ７００１］、ＤＨＪ‐４５［Ａ４５５６］、ＤＨＪ６０‐３［ＡＥＯＯ０８］

Ｆ４３７Ｌ３７７８ア Ｆ４３７Ｌ３７７８Ａ

敬具
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